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門
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門
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転
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輪
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転
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転
法
輪
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点
検
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検
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備
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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

１
０

月
０

８
日

(
月

・
祝

)
 
 

晴
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
 

豊
嶋

 
寛

、
竹

中
佐

一
、

大
江

加
予

子
・

徳
子

、
畑

林
清

子
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

山
川

治
雄

、
竹

中
卓

治
、

高
階

美
根

子
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

６
名

。
 

 

池
郷

林
道

は
、

台
風

2
0
号

・
2
1
号

の
暴

風
雨

に
よ

る
通

行
止

め
と

秋
雨

前
線

停
滞

で
点

検
巡

視
が

順
延

に
な

っ
て

い
た

所
に

、
台

風
2
4
号

が
田

辺

市
付

近
に

上
陸

し
、
暴

風
に

よ
る

被
害

が
気

掛
か

り
に

な
る

が
、
ま

た
し

て

も
台

風
2
5
号

の
影

響
が

あ
る

と
の

予
報

で
あ

っ
た

が
、

日
本

海
を

北
進

し

た
の

で
、
当

地
へ

の
影

響
が

少
な

く
な

り
、
よ

う
や

く
点

検
巡

視
・
整

備
が

実
施

出
来

た
。
だ

が
、
池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
口

か
ら

持
経

宿
間

(
約

4
.
7
㎞

)
の

林
道

は
、

路
面

が
荒

れ
て

車
の

通
行

不
可

で
、

歩
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

新
宮

組
は

６
時

半
に

出
発

し
、
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
駐

車
場

に
７

時
半

過

ぎ
に

到
着

す
る

と
、

竹
中

・
高

階
・

梶
野

氏
が

既
着

さ
れ

て
い

た
。

 

国
道

1
6
9
号

は
、

白
川

地
内

(
前

鬼
橋

の
北

1
0
0
m
付

近
)
で

土
砂

崩
れ

の

発
生

に
よ

り
通

行
止

め
で

、
越

野
・

今
中

さ
ん

は
急

遽
参

加
取

り
止

め
に

な

っ
た

が
、
梶

野
氏

は
国

道
1
6
8
号

十
津

川
村

か
ら

国
道

4
2
5
号

を
経

て
参

加

し
て

下
さ

っ
た

。
熊

野
市

の
山

川
氏

も
到

着
さ

れ
、
沖

﨑
・
川

島
・
上

村
車

に
分

乗
し

て
、
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

口
へ

。
昨

夜
ま

で
雨

が
降

っ
て

い
た

の
で

、

路
面

は
濡

れ
、

各
支

谷
は

音
を

発
て

て
流

れ
て

い
る

。
 

支
障

な
く

林
道

ゲ
ー

ト
口

に
９

時
１

５
分

頃
に

到
着

す
る

。
ゲ

ー
ト

上
の

林
道

は
、
掘

れ
込

み
流

石
が

一
面

に
見

ら
れ

、
や

は
り

久
し

振
り

に
林

道
を

歩
く

事
に

な
っ

た
。

 

谷
水

を
排

出
す

る
排

出
管

が
詰

り
谷

水
の

殆
ん

ど
が

、
林

道
路

面
に

流
れ

、

以
前

我
々

で
修
復

し
た

事
が

あ
る

が
、
人
力

で
は
手

に
負
え
ず
重
機

に
よ

る

路
面
補

修
が
必
須

で
あ

る
。
林

道
の
落

石
を
除

け
、
倒
木

を
数

本
切

り
な

が

ら
辿

り
、
途

中
小
休

止
し

て
持

経
宿

に
１

０
時

頃
に

到
着

し
た

。
 

 
 

 

林
道

ゲ
ー

ト
口

に
到

着
 

 
 

風
倒

木
切

除
 

 
 

 
 

 
持

経
宿

に
到

着
 

 持
経

宿
水

場
点

検
補

修
班

(
生

熊
敏

、
梶

野
)
、
平

治
宿

水
場

点
検

と
転
法

輪
岳
迄

の
南
奥
駈

道
の

点
検

巡
視
班

(
山

川
、
沖

﨑
、
児

嶋
、
大

江
加

予
子

・

徳
子

、
畑

林
、
上

村
和

、
高

階
)
と
乾
光
門
・
涅
槃
岳
迄

の
点

検
巡

視
班

(
川

島
、

豊
嶋

、
竹

中
佐
、

村
洋

、
竹

中
卓

、
生

熊
千
)
班

の
３
班

に
分

け
た

。
 

 

 
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( (( 持

経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
～～ ～～
涅
槃
岳

涅
槃
岳

涅
槃
岳

涅
槃
岳
～～ ～～
乾
光
門

乾
光
門

乾
光
門

乾
光
門
)) )) のの のの

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
班班 班班
    

持
経

宿
を

発
ち

約
１

０
分

で
奥
駈

道
を
遮

る
倒
木

が
在

り
、
チ
エ
ン
ソ

 

 
 

 

 
 

 
 

 
阿

須
迦

利
岳

間
の

倒
木

を
チ

エ
ン

ソ
ー

で
切

除
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ー
で
切
除

、
直

ぐ
上

に
も
倒
木

が
あ

り
、
阿
須
迦
利
岳

(
1
2
5
1
m
)
迄

に
雑
木

を
６

本
切
除

し
た

。
 

 
 

 

倒
木

は
支

障
な

く
未

切
除

 
阿

須
迦

利
岳

山
頂

 
 

鎖
場

手
前

の
狭

い
尾

根
の

倒
木

 

 阿
須
迦
利
岳

か
ら

の
急
斜

面
を

下
り

、
鞍
部

か
ら
登

っ
た

地
点

に
ヒ
メ
シ

ャ
ラ

の
大
木

(
約
径

4
0
㎝
)
が

道
を
塞

ぐ
が

、
捲
き

道
を

通
り

今
回
未
切
除

。
 

そ
の

上
の
小
径
木

を
切
除

、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
ピ

ー
ク

を
越
え

て
鎖

場
を

下

り
、
狭

い
尾

根
に
枝
別

れ
し

て
通

り
難

い
倒
木

が
あ

り
切
除

す
る

。
 

こ
の

地
点

を
過

ぎ
た
鎖

場
は

、
田

中
陽
希

の
グ
レ

ー
ト

ト
ラ
バ

ー
ス
「
紀

伊
山

地
修

行
の

道
」
で
放
映

さ
れ

た
ヵ

所
で

あ
る

。
そ

の
後

、
証
誠
無
漏
岳

(1
3
0
1
m

) 迄
に
倒
木
３

本
切
除

し
た

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

証
誠

無
漏

岳
間

の
倒

木
切

除
 

証
誠
無
漏
岳

で
小
休

止
後

、
１

１
時

半
で

あ
る

が
涅
槃
岳

で
昼
食

す
る

事

に
し

て
出

発
。
豊

嶋
さ

ん
チ
ェ
ン
ソ

ー
を

持
っ

て
先
頭

で
歩

か
れ

る
が

、
歩

く
の

が
早

い
の

で
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
の

音
が

す
る

が
着

く
頃

に
は
切
除

し
た
後

で
作
業
写
真

が
撮

れ
な

い
。

 

 
 

 

証
誠

無
漏

岳
山

頂
 

 
 

 
 

 
腐

朽
ブ

ナ
大

倒
木

の
切

除
 

 腐
朽
ブ
ナ

大
倒
木

を
処
理

し
(
一
部

ス
テ
ッ
プ
部

の
み
切
除

)
、
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
林
尾

根
を

一
登

り
す

る
と
涅
槃
岳

(
1
3
7
6
.
2
m
、
三
等
三
角

点
)
に

１
２

時

０
５

分
に

到
着

し
昼
食

と
す

る
。
涅
槃
岳
迄

に
倒
木

を
４

本
切
除

し
た

。
 

 
 

 

 
 

 
 

涅
槃

岳
山

頂
と

昼
食

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乾

光
門

 

 昼
食
後

、
最

高
齢

(
8
3
歳

)
の

豊
嶋

さ
ん

は
、
点

検
可
能

な
地

点
ま

で
行
こ
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う
と

の
事

で
、
山
頂

に
ザ
ッ
ク

を
デ

ポ
し

て
涅
槃
岳

を
下

る
。
上

村
氏

は
山

頂
で
待
機

。
 

チ
ェ
ン
ソ

ー
を
担

い
だ

豊
嶋

さ
ん

は
早

い
、
空
身

の
我

々
が
遅

れ
、
乾
光

門
迄

に
は
倒
木

は
無

か
っ

た
。
乾
光
門

の
腐
木
・
蔦
等

を
除

け
て

整
地

す
る

。
 

 
帰

路
は

、
涅
槃
岳

の
長

い
き
つ

い
登

り
を
登

る
必
要

が
あ

り
、
豊

嶋
さ

ん

に
「
先

に
戻

る
ぞ

ー
」
と
声

を
掛

け
る

。
乾
光
門

か
ら
登

り
の
尾

根
で

、
程

な
く
チ
ェ
ン
ソ

ー
の

音
が

響
い

て
く

る
。

 

 
剣
光
門

か
ら
登

っ
た

崩
落

地
上

の
道
等

で
支

障
の
枝

２
本

を
手
鋸

で
切

除
す

る
。
涅
槃
岳

山
頂

に
１
３

時
１

０
分

過
ぎ

に
戻

り
小
休

止
し

て
い

る
と

、

直
ぐ

に
豊

嶋
さ

ん
が
戻

っ
て

来
ら

れ
た

。
 

１
２

時
半

頃
迄

に
奥
駈

道
の

点
検

巡
視

を
終
え

る
事

を
申

し
合
わ
せ

た

事
で

あ
り

、
急

い
で
戻

る
事

に
す

る
。
途

中
、
平

治
宿
迄

行
っ

て
戻

り
旭

口

へ
日
帰

り
す

る
青

年
と
再
度

す
れ
違

い
、
足

の
達

者
さ

に
感
服

し
た

。
 

証
誠
無
漏
岳

、
阿
須
迦
利
岳

で
小
休

止
し

て
、
持

経
宿

に
１

４
時

４
０

分

に
戻

る
。

 

 
 

 

乾
光

門
手

前
崩

落
地

上
の

道
で

 
 

証
誠

無
漏

岳
 

 
 

 
 

阿
須

迦
利

岳
 

 

山
川

さ
ん

は
、
用

事
が

あ
り
早

く
帰

り
た

い
と

の
こ

と
で

、
上

村
車

(
大

江
加

予
子

・
徳

子
・

畑
林

さ
ん
同

行
)
で
先

行
下

山
さ

れ
た

と
の
こ

と
で

、

沖
崎

・
児

嶋
・

生
熊

敏
・
高

階
・

梶
野

氏
が
待
機

し
て
迎
え

て
下

さ
る

。
 

 
児

嶋
さ

ん
が
コ

ー
ビ

ー
を

振
舞

っ
て

下
さ

り
、
記
念
撮

影
後

の
１

４
時

５
０

分
に

持
経

宿
か

ら
下

山
し

た
が

、
林

道
ゲ

ー
ト
迄

歩
か

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

 

 
 

 
 

 

持
経

宿
に

戻
る

 
 

 
 

 
持

経
宿

で
記

念
撮

影
 

 
林

道
ゲ

ー
ト

に
無

事
下

山
 

 

林
道

歩
き

は
、
下

り
な

の
で
帰

路
は

１
時

間
１

５
分

を
要

し
て

、
林

道
ゲ

ー
ト

口
に
戻

り
、
池

原
ス
ポ

ー
ツ

公
園

駐
車

場
に

１
６

時
半

過
ぎ

に
無

事
到

着
し

た
。

 

先
行

下
山

さ
れ

た
大

江
加

予
子

・
徳

子
、

畑
林

が
待
機

さ
れ

て
い

た
。

 

梶
野

氏
は

、
宮
井

経
由

で
帰
宅

と
の
こ

と
で

、
梶

野
・
沖
崎

・
川

島
車

と

一
緒

に
走

行
し

、
宮
井

大
橋
手

前
で

梶
野

車
に

分
乗

し
た
人

を
川

島
車

に
乗

り
換
え

て
帰

新
し

た
。

 

 
 

 
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

6
:
3
0
→

7
:
3
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
Ｐ

7
:
4
0
→

8
:
1
5
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

8
:
2
0
→

1
0
:
0
0
持

経
宿

1
0
:
0
3
→

1
0
:
4
5
阿
須
迦
利
岳

1
0
:
5
0
→

1
1
:
3
0
証
誠
無

漏
岳
→

1
2
:
0
5
涅
槃
岳

(
昼
食

)
1
2
:
2
0
→

1
2
:
4
0
乾
光
門

1
2
:
4
5
→

1
3
:
1
5
涅
槃

岳
1
3
:
2
0
→

1
3
:
5
0
証
誠
無
漏
岳
→

1
4
:
1
5
阿
須
迦
利
岳

1
4
:
2
0
→

1
4
:
4
0
持

経

宿
1
4
:
5
0
→

1
6
:
0
5
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト
→

1
6
:
3
0
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
1
6
:
3
5

→
1
7
:
4
0
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
)
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持
経
宿
水
場

持
経
宿
水
場

持
経
宿
水
場

持
経
宿
水
場
のの のの
整
備

整
備

整
備

整
備
班班 班班
 

R
1
6
9
が

崩
土

通
行

止
め

に
な

っ
た

の
で

、
十

津
川

か
ら
R
4
2
5
経
由

で
池

 

原
に
向

か
う

。
R
4
2
5
は
部

分
的

に
道

路
が

川
に

な
っ

て
い

て
、

水
し
ぶ
き

 

を
あ
げ

な
が

ら
の
走

行
に

な
っ

た
。

 

台
風

２
０

号
の

大
雨

で
、
排

水
溝

が
土

砂
で

詰
ま

り
、
沢

水
が

道
路

に
流

 

れ
出

し
て

し
て

い
た

。
白

谷
林

道
の
入

口
で

停
車

し
て
状
況

を
確
認

し
た

。

国
道

に
近

い
部

分
は

、
流

れ
た

水
で
小

さ
な

石
や

土
砂

が
流

さ
れ

大
変

荒

れ
て

い
た

が
、
そ

の
奥

は
い
つ

も
と
同
じ

よ
う

に
見
え

た
。

 

 
 

 
 

 

白
谷

林
道

の
入

口
 

 
 

 
 

 
 

 
白

谷
ト

ン
ネ

ル
東

口
か

ら
の

雲
海

 

 

思
っ

た
よ

り
早

く
、
７

時
２

５
分

に
池

原
到

着
。
ト
イ
レ

を
済

ま
せ

て
出

 

て
く

る
と

竹
中

車
が

到
着

し
て

い
た

。
７

時
３

８
分

に
新

宮
組

が
到

着
し

て
 

持
経

宿
に
向

か
っ

た
。

 

持
経

宿
に

着
い

て
、
平

治
宿

へ
向

か
う
班

と
北

へ
向

か
う
班

を
見
送

り
、
 

ス
コ
ッ
プ

や
ツ
ル
ハ
シ

な
ど

を
持

っ
て

持
経

宿
水

場
に
向

か
っ

た
。

 

水
場

ま
で

の
林

道
は

い
つ

も
と
同
じ
状
態

で
、
特
別

荒
れ

て
い

る
よ

う
に

 

は
感
じ

な
か

っ
た

。
直
径

５
㎝
ほ

ど
の
倒
木

が
２
カ

所
で

道
を
遮

っ
て

い

た
が

、
チ
ェ
ン
ソ

ー
で
切
除

し
た

。
 

 
 

 
 

 

道
具

を
持

ち
水

場
へ

前
方

に
倒

木
 

水
場

横
の

大
き

な
倒

木
 

 
 

水
場

上
方

に
も

倒
木

 

 水
場

の
１

０
０
ｍ
ほ

ど
手

前
か

ら
水

音
が
聞
こ
え

だ
し

て
、
か

な
り

水
量

 

が
多

い
こ

と
が
判

る
。

水
場

は
ほ
ぼ
全

面
に

水
が

流
れ

て
い

て
、

近
年

見
 

た
こ

と
が

な
い
ほ

ど
の

水
流

が
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

一
部

切
除

 
 

 
 

 
ホ

ー
ス

ク
リ

ー
ナ

ー
を

使
う

が
 

 
 

詰
ま

り
解

消
 

 聞
い

て
い

た
ホ

ー
ス

が
外

れ
て

い
る

よ
う

な
こ

と
は
無

く
、
ホ

ー
ス

は
健
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在
だ

っ
た

。
 

水
場

の
下

が
土

石
で
埋

も
れ

て
い

る
よ

う
な
こ

と
も

な
く

、
上

か
ら

の
落

石
 

は
殆

ど
無

か
っ

た
よ

う
だ

。
た

だ
ホ

ー
ス

の
先
端

か
ら

は
一
滴

も
水

が
出

て
 

い
な

い
状
態

だ
っ

た
の

で
、
完
全

に
詰

ま
っ

て
い

る
よ

う
だ

っ
た

。
 

水
場

の
上

流
に

１
０
ｍ
位

の
木

が
根
返

り
し

て
倒

れ
こ

ん
で

い
た

。
こ

の
 

木
の

根
は
沢

の
中
央

付
近

に
あ

り
、
根

か
ら

流
れ

出
し

た
土

が
ホ

ー
ス

に
詰

 

ま
っ

て
い

る
よ

う
に
思
え

た
。

 

ホ
ー

ス
の

取
水

口
の

上
に

ま
で
倒
木

の
枝

が
あ

り
、
作
業

の
邪
魔

に
な

る
 

の
で

、
チ
ェ
ン
ソ

ー
で
切
除

、
生

熊
さ

ん
が

取
水

口
付

近
の

石
や
枯
枝

を

取
り
除

い
て

、
取

水
口

を
探

し
て

く
だ

さ
る

。
水

流
が
激

し
く

て
、

上
か

ら
は
直
接

見
え

な
い

の
で

、
土
嚢

を
二
つ
置

い
て

水
流

を
弱

め
て

取
水

口

を
見
つ

け
た

。
 

ホ
ー

ス
取

水
口

は
指

が
入

っ
た

の
で

、
も

っ
と

下
で

詰
ま

っ
て

い
る

と
考

 

え
、
パ
イ
プ
ク
リ

ー
ナ

を
突

っ
込

ん
で

み
た

が
、
４

０
ｃ
ｍ
位
入

っ
た

と
こ

 

ろ
で
動

か
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
ツ
ル
ハ
シ

で
ホ

ー
ス

の
あ
ち
こ
ち

を
叩

 

い
て

み
た

が
一
向

に
水

は
出

て
こ

な
い

。
 

ホ
ー

ス
は
カ

ー
ブ

し
て

取
付

け
ら

れ
て

い
る

の
で

、
直

線
に
伸

ば
し

て
試

 

し
て

み
よ

う
と

い
う
こ

と
に

な
り

、
木

に
縛

ら
れ

て
い

た
部

分
を
外

し
、

ま
っ

す
ぐ

下
向
き

に
し

て
再
度

ツ
ル
ハ
シ

で
叩

い
て

み
た

。
４
～

５
回
叩

い
た

と
こ
ろ

で
先
端

か
ら

土
砂

と
水

が
噴
き

出
し

て
ホ

ー
ス

の
詰

ま
り

は

解
消

し
た

。
こ

の
作
業

で
二
人

と
も
靴

の
中

ま
で
び

し
ょ

濡
れ

に
な

っ
た

。
 

 
水
量

の
多

い
と
き

は
長
靴

が
必
要

だ
。
水
ホ

ー
ス

の
修
理
作
業

を
終
え

、

水
場

の
す

ぐ
横

に
倒

れ
こ

ん
で

い
る

大
木

の
処
理

に
か

か
る

。
長

さ
２

０

ｍ
位

の
杉

と
１

０
ｍ
位

の
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

だ
。
完
全

に
林

道
を
塞

い
で

い
る

が
、
切

っ
て

し
ま

う
と

上
方
斜

面
に

あ
る

根
の
部

分
が

林
道

に
落
ち

て
来

る
の

で
、
枝

を
払

う
だ

け
に

と
ど

め
た

。
 

水
場

で
の
作
業

を
終
え
小
屋

に
戻

っ
て

、
ポ
リ
タ
ン
ク

を
持

っ
て
再
び

水
 

場
に
向

か
い

、
二
人

で
２

０
リ
ッ
タ

ー
を
補
給

し
た

。
 

昼
食
後

、
生

熊
さ

ん
は
脚
立

を
出

し
て

雨
樋

を
掃
除

し
て

く
だ

さ
る

。
私

 

は
掃
除
機

で
小
屋

内
清
掃

、
ト
イ
レ

の
紙

を
焼
却
炉

へ
。
清
掃

が
ほ
ぼ
終
わ

 

っ
た

頃
に
平

治
宿
班

が
帰

っ
て
き

た
。

 

 
 

 
 

 

枝
払

い
し

た
倒

木
 

 
 

 
 

小
屋

で
清

掃
作

業
 

 
 

 
 

平
治

宿
班

帰
着
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

持
経

宿
1
0
:
0
8
→

1
0
:
2
4
水

場
1
1
:
3
2
→

1
1
;
4
5
持

経
宿
→

1
2
:
0
5
水

 

場
→

1
2
:
2
0
持

経
宿

(
昼
食

)
→

清
掃
作
業

。
 

 
(
記

；
梶

野
)
 

  

平
治
宿
水
場

平
治
宿
水
場

平
治
宿
水
場

平
治
宿
水
場
とと とと
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( (( 持

経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
～～ ～～
転
法
輪
岳

転
法
輪
岳

転
法
輪
岳

転
法
輪
岳
)) )) のの のの

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班

点
検
巡
視
班
    

作
業
綱
目

 

①
 
持

経
宿

・
平

治
宿

の
毛
布

内
乾
燥
剤
投
入

。
 

②
 
持

経
宿
～
転
法
輪
岳

下
迄

(
南

へ
)
倒
木
処
理

。
 

③
 
持

経
宿

・
平

治
宿

の
志
納
箱

取
替

と
回
収

。
 

④
 
持

経
宿

・
平

治
宿

の
片

付
け

と
清
掃

。
 

⑤
 
平

治
宿

水
場

の
底
浚
え

と
採
寸

。
 

⑥
 
平

治
宿

雨
水
槽

の
蓋

取
替
え

。
 

 

こ
の

日
１

８
名

の
参

加
申

込
み

が
あ

っ
た

。
出

発
前

の
早
朝

６
時

過
ぎ

に

越
野

さ
ん

か
ら
電
話

が
入

り
「

川
上

村
・

道
の
駅
」

に
来

た
が

、
国

道
1
6
9
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号
線

が
崩

土
で

通
行

止
め

で
あ

り
引
き
返

す
と

の
こ

と
。
外

に
大
阪
方

面
か

ら
参

加
す

る
今

中
・

梶
野

の
両
君

に
直

ぐ
電
話

を
入

れ
た

。
 

梶
野
君

は
、

通
行

止
め

を
察
知

し
て

い
た

ぐ
ら

い
で

、
十

津
川

経
由

で
そ

 

ち
ら

へ
向

っ
て

い
る

。
今

中
さ

ん
に

は
、
引
き
返

す
旨

の
電
話

を
入

れ
る

と

こ
ろ

だ
っ

た
よ

う
だ

。
 

最
近

は
、

山
彦

の
行

事
も

参
加

者
が
広
範
囲

と
な

っ
て
き

て
い

る
。
こ

の

時
期

、
国

道
が

通
行

止
め

と
な

る
リ

ス
ク

は
多

分
に

あ
る

。
せ

め
て

前
日

で

も
ネ
ッ

ト
で
そ

の
確
認

が
必
要

だ
ろ

う
、
反
省

で
あ

る
。

越
野

・
今

中
の
ご

両
人

に
は

気
の
毒

な
こ

と
を

し
た

。
 

持
経

宿
で
３
班

に
分

れ
、
我

々
８
人

(
山

川
、
沖

﨑
、
児

嶋
、
大
江

加
予

子
・

徳
子

、
畑

林
、

上
村

和
、
高

階
)
は

、
１

０
時

過
ぎ

に
平

治
宿

へ
出

発
。

 

ミ
ズ
ナ
ラ

の
巨
木

過
ぎ

地
点

か
ら
倒
木

が
あ

る
。

山
川

さ
ん

持
参

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処
理

、
残

り
者

が
そ

の
片

付
け

を
す

る
パ
タ

ー
ン

で
５

本
程
切
除

処
理

す
る

。
１
ヵ

所
４

０
㎝
位

あ
る
ブ
ナ

の
木

が
道

を
塞

い
で

い
て

、
次

回

の
宿
題

と
し

た
。

 

平
治

宿
に

１
１

時
２

０
分

頃
に

着
き

、
山

川
・

沖
﨑

が
転
法
輪
岳

の
先

ま

で
倒
木
処
理

に
、
児

嶋
さ

ん
は
志
納
箱

の
取
替
え

、
女
性
陣

は
小
屋

内
清
掃
・

片
付

け
を
そ

れ
ぞ

れ
に
担

当
。

児
嶋

さ
ん

と
女
性
陣

は
、
終
了
後

に
水

場
の

点
検

整
備

と
生

熊
さ

ん
が

水
槽

上
に
グ
レ

ー
チ
ン
グ

を
設
置

し
、

流
石

に
よ

る
水
槽
周

り
の
コ
ン
ク

ー
ト

を
保
護

す
る
為

、
採
寸

の
注
文

が
あ

り
併
せ

て

お
願

い
し

た
。

 

山
川

・
沖

﨑
は

、
転
法
輪
岳

山
頂

か
ら
南

へ
７
～

８
分

下
っ

た
地

点
迄

行

っ
た

が
、

大
荒

れ
は
無

く
４
～

５
ヵ

所
で
倒
木
処
理

を
し

て
、
平

治
宿

に
戻

っ
た

。
 

水
場

水
槽
採
寸

と
底
浚
え
作
業

を
終
了

し
て

い
て

、
一
緒

に
昼
食

を
済

ま

せ
て

１
３

時
前

に
平

治
宿

を
発
ち

、
１

４
時

前
に

持
経

宿
へ
戻

っ
た

。
 

登
山

者
や
椎
木

さ
ん

の
情

報
通

り
、
全
体
的

に
大

荒
れ

、
倒
木
多
数

の
状

態
で

は
な

く
、

予
備
知
識

あ
っ

た
事

も
あ

り
安
心

し
た

。
 

北
の
涅
槃
岳

点
検

巡
視
班

を
待
つ

間
に

、
５
人

(
山

川
、
上

村
和
、
大

江
加

予
子

・
徳

子
、

畑
林

)
が
先

行
下

山
。

 

１
４

時
４

０
分
全
員

が
揃

う
。

ゲ
ー

ト
迄

歩
く

が
以

前
な

ら
一

時
間
弱

で

あ
っ

た
が

、
林

道
路

面
が

荒
れ

て
い

て
一

時
間

１
０

分
強

を
要

し
た

。
足
元

も
悪

い
が

年
の
せ

い
か

、
林

道
歩
き

は
し

ん
ど

い
。

 

早
く

林
道

が
改

修
さ

れ
、
車

で
の

乗
り
入

れ
が
何

時
出

来
る

か
気

に
な

り
、

翌
日

に
奈
良
森

林
管
理

事
務

所
・

池
原

駐
在

の
高
木

氏
に
電
話

す
る

も
繋

が

ら
ず

、
し

ば
ら

く
林

道
歩
き

が
続
き
そ

う
で

あ
る

。
 (
記

；
沖

﨑
)
 

 

 
 

  
 

 

 
 

 
平

治
宿

水
場

の
水

槽
 


